
ッ
ド
タ
ウ
ン
的
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
如
実
に
現
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
東
京
の
昼
夜
間
人
口
の
比
は
一
二
四
と
な
っ
て
い
る
。
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図2－9　開発許可件数，面積

●
全
市
域
の
二
六
％
は
住
宅
地

　
横
浜
市
の
市
域
面
積
は
四
二
六
ｋ
㎡
あ
る
。
昭
和
五
三
年
五
月
現
在
、

八
一
万
五
千
世
帯
、
二
七
一
万
五
千
人
が
こ
の
区
域
内
に
住
み
、
生

活
を
し
て
い
る
。
昭
和
五
二
年
一
月
の
課
税
台
帳
に
よ
れ
ば
、
市
域

の
約
七
〇
％
の
二
九
六
ｋ
㎡
が
、
住
宅
、
工
場
、
商
店
、
あ
る
い
は
農

業
に
と
市
民
、
企
業
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
三
〇
％
が
、

道
路
、
学
校
、
公
園
等
の
公
共
用
地
、
あ
る
い
は
医
療
機
関
、
幼
稚

園
等
に
利
用
さ
れ
、
課
税
対
象
外
の
土
地
と
な
っ
て
い
る
。
課
税
対

象
と
な
っ
て
い
る
土
地
の
地
目
別
の
割
合
は
、
図
２
－
７
に
示
す
よ

う
に
、
住
宅
、
工
場
、
商
店
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
「
宅
地
」
が
一

五
二
ｋ
㎡
と
五
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
田
畑
、
山
林
と
い
っ
た
自
然

状
況
の
土
地
は
四
割
し
か
な
い
。
こ
の
「
宅
地
」
の
う
ち
七
割
以
上

の
一
一
〇
ｋ
㎡
が
宅
地
地
区
と
な
っ
て
お
り
、
工
業
地
区
は
二
割
、
商

業
地
区
は
わ
ず
か
に
四
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
２
－
８
）
。

　
昭
和
四
九
年
か
ら
の
四
年
間
に
、
宅
地
が
一
二
・
八
ｋ
㎡
増
加
し
た

が
、
今
後
も
宅
地
が
増
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
図
２
－
９
は
、
横
浜

市
建
築
局
が
千
㎡
以
上
の
開
発
行
為
に
与
え
た
許
可
件
数
と
そ
の
面

積
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
す
で
に
宅
地
で
あ
っ
た
土
地
の
区
画
形
質

を
再
度
変
え
る
も
の
も
含
む
の
で
、
必
ず
し
も
田
畑
、
山
林
の
み
が

減
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
宅
地
開
発
の
傾
向
が
把
握
で
き
る
。
昭
和

四
七
年
か
ら
開
発
面
積
は
急
激
に
増
え
た
が
、
五
〇
年
、
五
一
年
と

や
や
鈍
っ
た
。
し
か
し
、
五
二
年
に
な
る
と
三
二
〇
㌶
と
急
増
し
、

ま
だ
宅
地
開
発
の
波
は
鎮
静
化
し
て
は
い
な
い
と
み
ら
れ
る
（
図
２

－
９
）
。
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●
卸
売
業
・
小
売
業
が
第
一
位
に

　
横
浜
市
内
に
は
、
昭
和
五
〇
年
の
事
業
所
統
計
に
よ
る
と
、
九
万

五
千
の
事
業
所
が
あ
り
、
そ
の
約
半
数
の
四
万
六
千
は
卸
売
業
・
小

売
業
で
あ
る
。
次
い
で
サ
ー
ビ
ス
業
、
製
造
業
の
順
に
な
っ
て
い
る

が
、
卸
売
業
・
小
売
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
で
全
体
の
七
〇
％
を
占
め
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
所
に
働
く
従
業
者
数
は
、
九
一
万
人
で
一
事

業
所
あ
た
り
に
平
均
す
る
と
九
・
六
人
と
な
る
。
前
回
、
昭
和
四
七

年
の
調
査
で
は
製
造
業
に
働
く
人
の
割
合
が
最
も
多
く
、
三
〇
％
以

上
を
占
め
て
い
た
が
、
昭
和
五
〇
年
に
は
、
卸
売
業
・
小
売
業
の
二

六
・
九
％
と
順
位
が
逆
転
し
て
、
二
六
・
三
％
を
占
め
る
に
と
ど
ま

事業所数と従業者数（50年）図2－10

っ
た
。
全
国
平
均
の
卸
売
業
・
小
売
業
と
製
造
業
の
割
合
は
、
製
造

業
二
八
・
二
％
、
卸
売
業
・
小
売
業
二
七
・
四
％
と
製
造
業
の
割
合

が
若
干
高
い
。
こ
れ
に
対
し
、
十
大
都
市
で
製
造
業
の
割
合
が
、
卸

売
業
・
小
売
業
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
工
業
都
市
の
川
崎
市
と
北
九

州
市
の
二
市
に
す
ぎ
ず
、
横
浜
市
の
脱
工
業
都
市
の
傾
向
が
見
受
け

ら
れ
る
。
横
浜
市
の
製
造
業
の
従
業
者
が
大
幅
に
減
少
し
た
原
因
は
、

大
き
な
生
産
設
備
と
労
働
力
を
大
量
に
必
要
と
し
、
か
つ
、
景
気
に

相
当
程
度
影
響
さ
れ
る
産
業
に
お
い
て
、
中
・
大
規
模
事
業
所
数
が

減
少
し
た
こ
と
に
あ
る
。
他
方
、
資
本
、
設
備
と
も
に
比
較
的
小
さ

く
、
ま
た
、
景
気
変
動
よ
り
も
人
口
の
増
大
に
さ
さ
え
ら
れ
る
卸
売

業
・
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
逆
に
小
規
模
事
業
所
数
が
増
加

し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

●
工
業
の
第
一
位
は
輸
送
機

　
横
浜
市
内
で
製
造
・
加
工
を
営
む
工
場
は
、
昭
和
五
二
年
末
で
約

八
千
あ
り
、
そ
の
従
業
者
は
二
〇
万
七
千
人
い
る
。
こ
れ
ら
工
場
か

ら
生
産
さ
れ
る
製
造
品
の
出
荷
額
等
は
四
兆
九
百
億
円
で
あ
り
、
輸

送
機
、
石
油
、
食
料
品
、
電
機
の
四
業
種
で
六
割
以
上
の
二
兆
六
千

億
円
に
の
ぼ
る
。
過
去
一
〇
年
の
上
位
五
業
種
に
つ
い
て
、
製
造
品

出
荷
額
等
を
追
う
と
、
図
２
－
1
1
に
示
す
と
お
り
、
自
動
車
、
船
舶



等
の
輸
送
機
が
安
定
し
た
力
を
持
っ
て
い
る
。
昭
和
四
五
年
に
は
一

位
を
占
め
て
い
た
電
機
は
、
そ
の
後
急
激
に
低
下
し
、
五
二
年
に
は

四
位
と
な
っ
た
。
一
方
、
石
油
の
上
昇
は
目
ざ
ま
し
く
、
五
一
年
に

は
一
位
と
な
っ
て
い
る
。

図2－11　製造品出荷額等の上位５種の順位2
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●
弱
い
卸
売
業

　
昭
和
五
一
年
の
商
業
統
計
調
査
に
よ
れ
ば
、
横
浜
市
内
で
卸
売
業

を
営
む
商
店
数
は
五
千
七
百
店
、
従
業
者
数
五
万
六
千
人
、
年
間
商

品
販
売
額
二
兆
八
千
四
百
億
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
金
額
を
十
大
都
市

と
比
較
す
る
と
、
は
な
は
だ
低
い
こ
と
が
わ
か
る
（
図
２
－
1
2
）
。

全
国
第
二
位
の
人
口
を
擁
す
る
横
浜
市
も
、
卸
売
業
に
関
し
て
は
第

八
位
で
、
全
国
に
占
め
る
割
合
も
一
・
三
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に

対
し
、
東
京
都
の
対
全
国
比
は
三
四
％
を
占
め
て
お
り
、
本
市
の
二

七
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。
商
業
活
動
の
機
能
が
い
か
に
東
京
に
集
中

し
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

●
小
売
店
は
百
人
に
一
店

　
横
浜
市
内
の
小
売
店
は
二
万
七
千
店
、
従
業
員
数
一
〇
万
八
千
人
、

年
間
商
品
販
売
額
一
兆
三
千
二
百
億
円
で
あ
る
（
昭
和
五
一
年
商
業

統
計
調
査
）
。
規
模
と
し
て
は
、
図
2
1
1
3
に
示
す
と
お
り
、
従
業

者
数
一
～
二
人
の
商
店
が
五
〇
％
以
上
を
占
め
、
五
〇
人
以
上
の
大

規
模
店
は
九
八
店
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
商
品
販
売
額
は
、
東
京
、

大
阪
、
名
古
屋
に
次
い
で
第
四
位
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
民
一
人
あ

た
り
の
販
売
額
は
五
〇
万
円
、
人
口
千
人
あ
た
り
商
店
数
は
一
〇
店

で
、
そ
れ
ぞ
れ
十
大
都
市
中
第
九
位
、
第
八
位
と
低
位
に
あ
る
。
し

図2－12　卸売業販売額の全国比（51年）
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か
し
、
こ
の
こ
と
が
必
ず
し
も
市
民
の
購
買
力
が
劣
っ
て
い
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
増
加
し
つ
づ
け
る
購
買
力
を
め
が
け
て
、

四
九
年
以
降
、
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
等
の
大
型
小
売
店
舗
が
四
三

店
、
市
の
中
心
部
や
郊
外
部
に
進
出
し
て
い
る
。

●
全
国
一
の
外
国
貿
易
港

　
貿
易
に
は
、
国
内
で
物
資
が
移
動
す
る
内
国
貿
易
と
、
外
国
と
の

輸
出
、
輸
入
と
い
う
外
国
貿
易
と
が
あ
る
。
図
2
-
1
4
は
、
主
要
港

の
外
国
貿
易
に
お
け
る
輸
出
額
、
輸
入
額
の
全
国
に
占
め
る
割
合
で

小売店の規模別商店数，従業者数，
販売額（51年）

図2－13

あ
る
。
昭
和
四
五
年
に
、
輸
出
額
で
神
戸
港
を
上
回
っ
て
以
来
、
横

浜
港
は
全
国
一
の
外
国
貿
易
港
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
内
国
貿
易

を
含
め
た
入
港
船
舶
は
、
西
を
代
表
す
る
神
戸
港
が
総
ト
ン
数
で
全

国
一
で
あ
る
。

　
横
浜
港
の
全
国
に
占
め
る
割
合
は
、
輸
出
額
で
約
二
〇
％
程
度
を

維
持
し
て
い
る
が
、
輸
入
額
で
一
〇
％
程
度
に
低
下
し
て
い
る
こ
と

が
目
立
つ
。
昭
和
五
一
年
の
統
計
で
は
、
横
浜
港
の
輸
出
貨
物
重
量

二
千
万
ト
ン
の
う
ち
、
一
番
多
い
の
は
自
動
車
、
船
舶
等
の
輸
送
機

械
で
、
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
輸
送
機
械
以
外
の

図2－14　輸出額，輸入額の推移



図2―15　南関東圏における横浜（51年）

機
械
、
鉄
鋼
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
輸
入
貨
物
で
は
、
輸
入
量
の
六

〇
％
を
占
め
る
原
油
が
千
九
百
万
ト
ン
で
第
一
位
、
二
位
は
米
・
雑

穀
・
豆
、
三
位
は
麦
と
な
っ
て
い
る
。

●
強
い
東
京
の
商
機
能

　
横
浜
市
を
考
え
る
と
き
に
、
首
都
圏
、
と
り
わ
け
南
関
東
圏
（
神

奈
川
、
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
の
一
都
三
県
）
に
お
け
る
横
浜
の
位
置

づ
け
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
図
2
－
1
5
は
、
南
関
東
圏
に
お

け
る
横
浜
市
を
、
昭
和
五
一
年
の
主
要
な
経
済
指
標
を
基
に
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
九
・
七
％
の
人
口
を
擁
す
る
横
浜
市
が
、
こ
の
割
合

以
上
占
め
て
い
る
の
は
、
工
業
の
製
造
品
等
出
荷
額
で
わ
ず
か
に
そ

れ
を
上
回
る
程
度
で
、
他
の
指
標
で
は
全
て
そ
れ
以
下
で
あ
る
。
農

業
粗
生
産
額
が
低
い
の
は
当
然
と
し
て
も
、
卸
売
業
販
売
額
、
小
売

業
販
売
額
が
低
い
の
は
、
東
京
都
（
特
に
区
部
）
の
商
機
能
に
大
き

く
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
と
、
通
勤
・

通
学
者
の
移
動
に
よ
り
昼
間
人
口
が
、
一
割
も
減
少
す
る
と
い
う
こ

と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
横
浜
市
は
、
「
工
業
都
市
」
で
あ
る
と

と
も
に
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
的
性
格
の
強
い
「
住
宅
都
市
」
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

3
0
　
横
浜
の
都
市
の
す
が
た
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